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経
済
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田
哲
史 
准
教
授

　

私
の
専
門
は
社
会
・
経
済
史
と
い
う
分
野
で
、
と

り
わ
け
第
2
次
世
界
大
戦
後
の（
西
）ド
イ
ツ
の
復
興
・

再
建
期
の
時
代
を
中
心
に
研
究
し
て
い
る
。
歴
史
学

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
図
書
館
や
文
書
館
を
利
用
す

る
機
会
が
非
常
に
多
い
。
と
く
に
図
書
館
と
い
う
空

間
に
は
一
種
独
特
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
そ
れ
は
古
書
か
ら
最
新
の
書
籍
に
い
た
る
膨

大
な
数
の
書
物
が
放
つ
香
り
、
音
、
空
気
の
流
れ
と

そ
こ
に
集
う
人
間
が
織
り
な
す
微
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

と
で
も
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
今
で
も
図
書
館
に
一
歩

足
を
踏
み
入
れ
る
と
心
地
よ
い
緊
張
感
が
あ
る
。

　

私
が
15
期
生
と
し
て
創
価
大
学
・
経
済
学
部
に
入

学
し
た
の
が
1
9
8
5
年
。
当
時
は
池
田
記
念
講
堂

や
工
学
部
棟
も
ま
だ
無
く
、
正
門
を
入
っ
て
右
手
に

凜
と
立
つ
中
央
図
書
館
の
雄
姿
が
鮮
明
に
瞼
に
焼
き

付
い
て
い
る
。
学
部
生
、
ま
た
大
学
院
生
時
代
を
通

じ
て
中
央
図
書
館
を
実
に
よ
く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
定
期
試
験
前
は
も
ち
ろ
ん
、レ
ポ
ー
ト
の
作
成
、

ゼ
ミ
の
報
告
準
備
の
と
き
だ
け
で
な
く
、
時
間
が
空
い

た
と
き
に
は
小
説
・
雑
誌
・
新
聞
な
ど
を
読
ん
だ
り
と
、

事
あ
る
毎
に
足
を
運
ん
で
い
た
。
当
時
は
今
の
よ
う

に
ど
こ
に
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
な
ど
は
無
か
っ
た
の
で
、

ド
イ
ツ
語
の
新
聞
が
読
め
た
り
す
る
環
境
は
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
。
ま
た
、
大
学
院
生
に
な
る
と
書

庫
に
入
れ
る
と
い
う
、
当
時
で
い
え
ば
ち
ょ
っ
と
し

た
特
権
を
得
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
書
庫
内
に
あ

る
閉
架
図
書
を
実
際
に
閲
覧
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
初
め
て
、
中
央
図
書
館
が
実
に
多
く
の
貴
重
な
、

ま
た
希
少
な
書
籍
や
資
料
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
時
に
興
奮
し
、
ま
た
感
動
も
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
私
は
こ
れ
ま
で

長
期
に
わ
た
る
ド
イ
ツ
留
学
を
2
度
経
験
し
て
い
る
。

最
初
が
学
部
4
年
生
だ
っ
た
1
9
8
8
～
90
年
の
約

2
年
間
で
、ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
当
時
の
西
ド
イ
ツ
）

の
首
都
に
あ
る
ボ
ン
大
学
で
ド
イ
ツ
語
と
経
済
史
を

学
ん
だ
。
2
度
目
は
、
1
9
9
4
年
の
秋
か
ら
ビ
ー

レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
の
哲
学
・
歴
史
・
神
学
学
部
に
博

士
論
文
執
筆
の
た
め
に
籍
を
置
き
研
究
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
も
ま
た
大
学
へ
行
け
ば
必
ず
図

書
館
に
足
を
運
ぶ
の
が
日
課
と
な
っ
て
い
た
。
ボ
ン

「
図
書
館
と
の
思
い
出
」

S
p
e
c
i
a
l 

C
o
l
u
m
n

大
学
の
図
書
館
で
は
、
ド
イ
ツ
語
の
専
門
書
と
辞
書

を
片
手
に
格
闘
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
、

私
を
研
究
者
の
道
へ
誘
う
こ
と
に
な
る
一
書
に
巡
り

会
っ
た
の
も
こ
の
図
書
館
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ビ
ー
レ

フ
ェ
ル
ト
大
学
の
図
書
館
を
初
め
て
訪
問
し
た
と
き

に
は
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
文
字
通
り
度
肝
を

抜
か
れ
た
。
利
用
者
が
ゆ
っ
た
り
と
勉
強
で
き
る
よ

う
に
2
0
5
0
名
分
の
机
と
椅
子
が
用
意
さ
れ
、
そ

の
蔵
書
数
は

220
万
冊
を
越
え
る
（
2
0
1
3
年
現
在
）。

驚
か
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
大
部
分
（
約
95
％
）
が
開

架
図
書
で
実
際
に
自
分
の
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
だ
。
因
み
に
、ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
は
、

第
2
次
世
界
大
戦
後
の
人
口
増
加
と
就
学
率
上
昇
を

背
景
に
、
創
価
大
学
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
1
9
6
9
年

に
「
改
革
大
学
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
数
学
、

法
学
、
社
会
学
の
3
学
部
、

260
名
の
学
生
数
で
開
学

し
た
ド
イ
ツ
で
も
歴
史
の
浅
い
大
学
で
あ
る
。
そ
の

後
、
学
部
数
も
増
え
、
2
2
0
0
0
名
の
学
生
数
を

擁
す
る
総
合
大
学
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

冒
頭
、
専
門
分
野
が
歴
史
学
ゆ
え
に
図
書
館
や
文
書

館
を
利
用
す
る
機
会
が
多
い
と
書
い
た
が
、
2
0
1
1

～
2
0
1
3
年
ま
で
の
3
年
間
、
研
究
助
成
金
を
い
た

だ
き
、
史
・
資
料
の
収
集
を
目
的
に
毎
夏
ド
イ
ツ
の
大

学
図
書
館
や
複
数
の
文
書
館
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ラ
イ
ン
川

の
東
方
に
位
置
し
、
ル
ー
ル
工
業
地
帯
を
代
表
す
る
工

業
都
市
の
一
つ
で
も
あ
る
ボ
ー
フ
ム
に
あ
る
鉱
山
文

書
館
（
B
e
r
g
b
a
u
a
r
c
h
i
v
）
の
訪
問
で

あ
っ
た
。
こ
の
文
書
館
は
1
9
3
0
年
に
設
立
さ
れ

た
鉱
山
博
物
館
（
B
e
r
g
b
a
u
m
u
s
e
u
m
）

に
付
属
す
る
機
関
で
、
小
さ
な
図
書
閲
覧
室
が
同
博

物
館
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
・
資
料
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ

り
、
そ
の
な
か
か
ら
研
究
に
使
え
そ
う
な
文
書
を
探

す
わ
け
だ
が
、
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
て
良
い
の
か
分

か
ら
な
い
状
況
の
な
か
、
ま
る
で
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
親
身
に
な
っ
て
種
々
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
研

究
員
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
達
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
た
ち
の
尽
力
の
お
か
げ
で
自

分
の
研
究
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

閑
話
休
題
。
2
0
0
6
年
か
ら
母
校
の
教
壇
に
立

た
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
以
来
、
再
び
中
央
図
書
館

を
頻
繁
に
利
用
す
る
機
会
が
あ
る
が
、
現
在
の
中
央

図
書
館
は
、
私
の
学
生
の
頃
と
比
較
す
る
と
、
何
倍

も
そ
の
利
便
性
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個
人

学
習
室
や
セ
ミ
ナ
ー
室
と
多
数
の
パ
ソ
コ
ン
を
備
え

た
４
階
閲
覧
室
が
増
設
さ
れ
、
1
階
に
は
語
学
学
習

エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
学
部
生
で
も

条
件
さ
せ
満
た
せ
ば
閉
架
図
書
の
閲
覧
も
可
能
に
な

る
な
ど
、
常
に
学
生
を
中
心
に
据
え
た
発
展
の
軌
跡

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

図
書
館
が
「
知
性
・
資
料
の
宝
庫
」
で
あ
る
こ
と

は
論
を
俟
た
な
い
。
加
え
て
、
ド
イ
ツ
の
文
豪
ゲ
ー

テ
が
「
書
物
は
新
し
い
知
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
を
遺
し
て
い
る
よ
う
に
、
図
書
館
に
は

書
物
の
数
だ
け
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
読
書
、
ち
ょ
っ
と
し
た
調
べ
も
の
、
語
学
学
習
、

D
V
D
の
視
聴
、
あ
る
い
は
腰
を
据
え
て
の
勉
強
な

ど
、
利
用
の
仕
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
構
わ
な
い
。
出

会
い
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
図
書
館
と
い
う
空
間

を
、
一
人
で
も
多
く
の
創
大
生
が
利
用
・
活
用
し
て

く
れ
る
こ
と
切
に
願
っ
て
い
る
。
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企画展示を
ご存知ですか？

中央図書館では月に一度、企画展示という特定のテーマに沿った本の展示コーナーを
設けています。今回は2014年に行われた展示の歴史をご紹介します。
図書館にお立ち寄りの際は覘いてみてはいかがですか？
今まで気にとめなかった本と出会いがあるかもしれません。

4月 図書館×∞

就活!図書活!

図書館×読書、図書館×音楽、図書館×映画、
図書館×スポーツ、図書館×美術…など
新入生を迎える季節、図書館にある様々な
ジャンルに渡る資料をご紹介しました。

ご存知ですか？創価大学は何と
「世界４７カ国、142大学」に留学する事
ができます。「留学って何をするの？」
「どんな国で学べるの？」そんな疑問に
答える、たくさんの図書を用意しました。

就職活動をしている学生(3.4年生)向けに
マナーや服装、面接のハウツー本を紹介。
これから就職活動に臨む学生(1.2年生)
には、「どんな職業があるのか」「働く
とはどういうことなのか」などの悩みを
解決する本の紹介をしました。

HISTORY

5月 飛びたて、

　
11
月
26
日
、
文
学
部
准
教
授
の
伊
藤

貴
雄
先
生
を
お
招
き
し
、
S
o
k
a
　

R
e
a
d
i
n
g
　
P
r
o
j
e
c
t

主
催
の
「
読
書
講
演
会
」
を
中
央
図
書

館
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
ル
ー
ム
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
演
会
は
シ
ョ

ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の「
読
書
に
つ
い
て
」

を
題
材
に
、
参
加
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
交
え
な
が
ら
の
講
演
と
な
り

ま
し
た
。

　　
参
加
者
か
ら
は
「
シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
の
主
張
が
自
分
の
考
え
と
一
致
し

て
い
て
う
れ
し
く
思
っ
た
」「
著
者
の

意
図
す
る
こ
と
を
多
角
的
に
す
る
ど
く

解
説
さ
れ
て
い
て
感
動
し
た
」「
な
ぜ

自
分
の
哲
学
を
持
つ
こ
と
が
大
事
と
さ

れ
る
の
か
、
答
え
を
出
せ
そ
う
な
気
が

し
た
」「
も
っ
と
こ
の
よ
う
な
講
演
会

を
開
い
て
欲
し
い
」「
短
大
生
な
の
で
、

創
価
大
の
教
員
の
お
話
が
聴
け
て
良

か
っ
た
」
な
ど
な
ど
、
大
変
に
ご
好
評

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「哲学と文学を語る」
SBW主催読書講演会

伊藤貴雄文学部准教授

6月

創大生 !!
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recommendation

2014年の夏から図書館に設置して
学生の皆さんに募ったアンケート。
寄せられた本の数は100冊以上!!
同期の友達や先輩はどんな本を
読んできたのか・・が分かります!

『アルジャ－ノンに
花束を』

この本はココがオススメ！

『一流たちの
修業時代』

知識を、知能を手に入れたら、そして、
いずれそれらが失われるものだとした
ら、人は何を残せるだろうか。過去と
向き合い、現実と向き合う。人にとって
の幸福を考えさせてくれます！

学ぶことの楽しさを知っている
あなたにこそ読んでほしい

一流を目指す創大生には必読の一書だ
と思います。

『機龍警察暗黒市場』
テロリズムなどからめたSF。
作中に時事問題をモチーフとして使用しているため勉強にもなる

『生き心地の良い町 少しでも自殺を減らしたいという思いから、
既存の視点からではなく、新たな観点か
ら研究に挑む姿勢に感動です。研究結
果も画期的です。社会科学の真髄を見
た気がしました。

2015年1月
創大生のオススメ

アンケートに寄せられたオススメポイントの一部を紹介します

～この自殺率の低さには

理由がある～』

11
月

短
編
小
説
の
世
界

9
月

体
感
・
音
感
・T

O
S
H
O

K
A
N

12
月

運
動
す
る
な
ら
図
書
館
で
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図書館利用アンケート結果発表
　

回答実施期間：2014 年 11 月 7 日（金）

                               ～ 12 月 7 日（日）

回答者数：学部生：
　　　　　大学院生：
　　　　　通教生：
　　　　　短大生：
　　　　　教員：
　　　　　職員：
　　　　　その他：
　　　　　合計：

248 名
15 名

2 名
43 名
18 名

3 名
1 名

330 名

Q：中央図書館の利用頻度はどのくらいですか ?

毎日

週に２～３回

月に数回

試験期のみ

ほとんど利用しない

合計

25

147

131

15

12

330

Q：中央図書館を利用する目的は何ですか ?

　　　　　　　　　　　（複数回答可）

貸出・閲覧

読書

PC 利用

グループ学習

クラブ ･ゼミの打ち合わせ

資料のコピー

学習相談

休憩

その他

合計

285

142

212

33

33

 51

  1

 70

 55

882

Q：中央図書館のどの施設・設備を使用しますか ?（複数回答可）

１階：ラーニング・コモンズ

１階：ガイダンスルーム

２階：閲覧室

２階：ＰＣコーナー

２階：ブラウジングルーム

２階：グループ学習室

３階：閲覧室

 54

 43

172

 70

129

 19

170

３階：創立者コレクション展示室

４階：閲覧室

４階：グループ学習室

４階：中国館

４階：個人閲覧室

４階：視聴コーナー

書庫

合計

 20

125

 15

  5

 30

 47

 65 

964

Q：図書館のデータベースや

   電子資料（電子ジャーナル、電子ブック他）について

利用している

利用していない

利用方法が分からない

存在を知らなかった

必要性を感じない

合計

196

 76

 30

 25

  3

330

Q：図書館からのお知らせを何で知りますか ?（複数回答可）

学内ポータル

図書館Ｗｅｂサイト

利用案内等の図書館内での配布物

図書館内の提示

教員や友人

ＳＢＷツイッター

その他

合計

305

 66

  5

 35

 11

  1

  5

428

書図
簡

館

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
発
表

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
講
習
会

入
庫
講
習
会(

仮
：
変
更
有)

予
定
表
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グラフタイトル
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1
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グラフタイトル
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1
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グラフタイトル

76

30

25
3

利用している

利用していない
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～図書館から～
「ポータルサイトから積極的にお知らせをしてまいります。」

～図書館から～
「貸出・閲覧についでＰＣ利用や読書が多い
ようです。」

～図書館から～
「過ごしやすい図書館を目指し
て、イスやソファの入れ替えな
どを図ってまいります。」

～図書館から～
「便利なデータベースを 1/3 の方が利用し
ていないようです。データベースガイダン
スなどの企画を充実させてまいります。」


